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学校便り №６

令和８年９月１日希望の花 文責 校長・真武公司

それぞれの「とびっきりの夏休み」が終わり、学校での生活が戻って

きました。「もう２学期が始まる」でしょうか。「やっと２学期が始まる」

でしょうか。ちょっぴりたくましくなった感のある１・２年生、「今年

の夏は太陽の下に出ていません」感たっぷりの３年生。毎年の２学期始

業式の光景でした。大きな事故やけが等の報告もなく、２学期が始めら

れることは何より嬉しいことです。

私のこの夏休みのテーマは「多くの人々と邂逅（かいこう）する旅」でした。

第一弾は沖縄県・宮古島。足繁く通ったおかげで宮古の知り合

いは「おかえりなさい」と迎えてくれます。宮古島ではスキン・

ダイビング（素潜り）をするため、毎日海に出掛けます。今年は

７～８年ぶりの海仲間に偶然の再会をしました。亡くなった妻の

こともよく覚えていてくださっていて、話が止まりませんでした。

第二弾は北海道・旭川近くの東川町。ここでは自分自身の見方や考え方

をブラッシュアップするための研修会に参加してきました。全国津々浦々

から集まった小・中学校、高校の先生や、各分野で活躍している著名な方

々と繋がりがもてたことは大きな収穫でした。せっかく北海道まで行った

ので、旭山動物園でシロクマやゴマフアザラシに癒やされたり、富良野や

美瑛の雄大な自然を堪能したり、美味しいものをたらふく食べたり…。北

海道に行くと太る!! ヤバい!!

第三弾は神戸・大阪・名古屋。旅先で知り合った方や神戸に住

む福岡の地元の友だちに、ただ単に会いに行って語り尽くす旅で

す。観光色は一切ありませんでした。近鉄特急「ひのとり」に乗

れたことが乗り鉄にとっての収穫でした。

第四弾はインドネシア。海外でも海で潜り倒すことと、現地の人

と結婚してバリ島に住んでいる教え子に会いに行くことの２つが目

的です。たまたま、その教え子のご両親がバリ島にいらしていたの

で（この時期のバリ島がとても過ごしやすい気候なので、暑い日本

を離れて８月１ヶ月間の避暑をしているそうです…）、３０年ぶり

の三者面談（笑）を行ってきました。話の中で、その当時の面談の内容など、私が忘れ去

ってしまっていることも、鮮明に覚えていてくださり、びっくりするとともに、教員が発

する言葉が生徒や保護者にどれだけ大きな影響力をもっているのかを改めて知り、気を付

けなければと思ったところです。



９月１日は防災の日

８月２３日未明の地震にはびっくりしました。緊急地震速報や防災無線放送が鳴り響き、

騒然となりました。さすが災害の少ない街、鶴ヶ島は震度３でしたが、県内でも震度５弱

を記録した地点もあります。８月１５日にはインドネシアでマグニチュード7.7の地震が

発生しました。ちょうどそのとき私はインドネシアにいたのですが、日本からの「地震あ

ったみただけど大丈夫？」という友だちからのLINEで初めて地震があったことを知った

くらいに大丈夫でした。前述のバリの教え子は「被害はなかったけれど、かなり揺れた。

震源に近いコモドはかなり被害が出たみたい」と話していました。実は１年前の夏休みは

コモドドラゴンを見るためにコモド諸島にいたのです。インドネシア政府の発表によると、

今回の地震による死者が100人、負傷者は1600人を超え、約18万人が避難生活を続け

ている状況だそうです。運がよかったです。日本でもなんとなく地震が多くなってきてい

る感覚があり、首都直下型地震、南海トラフ地震が近いのかと心配になります。

学校としても、防災訓練がより実効的な訓練となるよう取組を進めています。震度5強

以上の場合、中学校でも生徒は学校に留め置きとなるので、２回目の小・中学校同日の引

き取り訓練を４月に実施しました。

そしてもう1つが「封筒訓練」という取組です。封筒訓練とは、封筒を受け取った人が

指示された状況（負傷者、パニックに陥る人、烏合の衆、クレーマー等）を演じ、それに

対して教職員、周囲の生徒がどう対応していくか実際に体験していく訓練です。

今回、「負傷して心肺停止の生徒がいる」「余震で倒れてきた棚の下敷きになって意識が

なくなった先生。そのため、これまで指示をしていた先生がいなくなった教室」「いるは

ずの生徒が見当たらない教室」等々の想定で訓練を行いました。「本部と各階はトランシ

ーバーでやり取りをするが、なかなか上手にコミュニケーションが取れない。今回は本部

業務に専念できたが、これで電話対応や心配した保護者等が直接来校したら、誰がどう対

応するのだろう。」など、やればやるほど課題が出てきます。

生徒たちはお互いに励ましの声を掛け合ったり、心肺停止の仲間に交代で心臓マッサー

ジを続けたりとたくましく動く姿が見られたと報告を受けました。

生徒にとっても職員にとっても何が起こるが分からない中で、どう行動していけばよい

のか、考えることを突きつけられる訓練です。

◎子どもたちが２学期を順調に滑り出せるよう、ご協力をお願いいたします。

夏休み明けは、毎年、子どもの自殺が急増する時期です。学校では、子どもたちの様子

を注意深く見守っていきます。ご家庭でも、気になることがありましたら、できるだけ早

く学校へ相談をしてください。また、関係機関の相談窓口も多く開設しています。

（７月号の学校だよりに掲載していますので、ご参照ください。）

10日(木) 学校朝会 看護学校臨地実習(～1１)
15日(火) 生徒朝会 新人戦壮行会
16日(水) 入間北部新人体育大会（～１８）

１日(火) 生徒朝会 生徒会選挙公示 給食開始 25日(金) 3年英語検定
２日(水) 専門委員会 中央委員会 29日(火) 表彰朝会
４日(金) 新町小・西中合同学校運営協議会 30日(水) 生徒会選挙 専門委員会
８日(火) ３年実力テスト
９日(水) PTA本部会 10月 ６日(火) 中間テスト

９月の主な行事予定

お願い


